
りんご情報 №３                        令和７年４月１４日発行  

                ＪＡグリーン長野営農販売部・経済部  

◆生育状況 

１．ＪＡ管内 ふじ生育 

 発芽 展葉 開花 満開 落花 

平年 ３／２８ ４／９ ４／２３ ４／２６ ５／１ 

令和７年 ３／２６ ４／９    

令和６年 ４／１ ４／１０ ４／２０ ４／２４ ４／２８ 

令和５年 ３／２２ ３／３１ ４／１２ ４／１７ ４／２２ 

 

◆当面する重点事項 

１．春季のでも乾燥も重要。晴天が続き乾いている場合は、定期的なかん水により開花・結実を助ける。 

２．腋芽花(２年枝)の花摘みを徹底励行して来年の花芽を確保し、連年均産に努める。 

３．人工受粉を徹底し、結実・品質を安定させる。開葯所を積極的に利活用する。 

４．落花後に受粉樹（メイポールなど）のせん定を行う。 

５．腐らん病の早期発見、早期治療に努める。枝腐らんは葉が茂る前が見つけやすい。 

６．うどんこ病は、見つけしだい先刈りを行うことが最も重要。（枝は多めに切除） 

７．第３回目（開花直前）・第４回目（落花直後）の薬剤散布を適期に実施する。 

８．コンフューザーＲまたはナシヒメコンを適期に設置する。 

スモモヒメシンクイは４月から活動を開始するので、設置が遅れないようにする。 

９．カルシウム欠乏対策が必要な場合は、カルシウム葉面撒布肥料を散布する。 

10．薬剤による摘花・摘果を実施し、摘果作業の早期化、省力化を図る。 

 

◆腐らん病対策について（重要） 

腐らん病の発生が目立っています。地域的に蔓延すると大きな被害になることが予想されます。一丸と

なって対策を徹底し、腐らん病の増加を防ぎましょう。 

詳細は、りんご情報№２参照。 

これ以上被害を増やさないために、有効な防除対策の一つである「樹皮の削り取り」動画が作成されてい

ます。この動画を参考にしていただき、りんご腐らん病の発生軽減・撲滅を目指しましょう。 

https://www.youtube.com/watch?v=9LLtcCQ3Tvc 

又はYoutubeチャンネル「長野農業農村支援センター」を検索してください。 

 

◆第３回（開花直前）の薬剤散布について 

１.散布時期：ふじの開花始めに散布する。(１～２輪咲いた頃)   散布日   月    日 

２.調 合 量：水１００ℓ当り ※混用順に記載。 

農薬名 使用量 対象病害虫 収穫前 

展 着 剤 １０mℓ － － 

ミギワ２０フロアブル ２５mℓ 黒星病・うどんこ病 前日 

ロムダンフロアブル ３３mℓ ハマキムシ類・ケムシ類・キンモンホソガ・ギンモンハモグリガ  前日 

３．散布 量：１０ａ当り＝４００ℓ以上 

 

 



４．留意事項 

①黒星病は、降雨があると胞子が飛散し濡れ時間が長いと感染しやすくなる。平均気温が１０度を超え、一  

旦気温が低下し、再度１０度を超えた降雨の日に胞子が飛散する。 

②中心花の付け根（果実が肥大する所）によく掛かるよう散布する。 

③ミツバチ、マメコバチ等訪花昆虫が活動する時期のため、記載の殺虫剤以外は使用しない。 

④ミギワ２０フロアブルに代えてユニックス顆粒水和剤47の2,000倍（水100ℓ当り50ｇ）を使用しても

よい。 

⑤キンモンホソガ・ギンモンハモグリガの発生が心配される場合は、ロムダンフロアブルに代えて、カス

ケード乳剤2,000倍（水100ℓ当り50mℓ）を使用しても良い。 

 

◆第４回落花直後（中心花）の散布について 

１.散布時期：開花中であっても、前回１０日後以内を厳守して散布する。   散布日   月    日 

２.調 合 量：水１００ℓ当り ※混用順に記載。 

農薬名 使用量 対象病害虫 収穫前 

展 着 剤 １０mℓ － － 

㊞カナメフロアブル ２５mℓ 黒星病・赤星病・うどんこ病・褐斑病 前日 

３．散布 量：１０ａ当り＝４００ℓ以上 

４．留意事項 

①黒星病の対策として、第３回と第４回の防除間隔は１０日間とし、開花中でも散布を行う。 

②中心花の付け根（果実が肥大する所）によく掛かるよう散布する。 

③ミツバチ、マメコバチ等訪花昆虫が活動する時期のため、記載の殺虫剤以外は使用しない。 

④殺菌剤の効果を高めるため、展着剤に代えて、機能性展着剤ドライバー1,000倍（水100ℓ当り100mℓ）

を使用してもよい。 

⑤アブラムシの発生が心配される場合は、ウララＤＦ4,000倍（水100ℓ当り25ｇ）を加用散布する。 

⑤ハマキムシ・ケムシ類（マイマイガ）の発生が多い場合は、バイオマックスＤＦ3,000 倍（水 100ℓ 当

り33ｇ）を加用散布する。 

 

◆薬剤による摘花摘果技術について 

１．石灰硫黄合剤による摘花方法 ※エコルーキーの場合、使用方法は果樹技術員までご相談ください。 

①散布時期：中心花の満開２日後と、その散布の２日～３日後の２回散布する。 

（開花が早い中心花の花弁が、たたくと１～２枚落ちる頃。花弁が多く落ちる頃では遅い。） 

散布日  月  日   散布日  月  日 

②調 合 量：１００倍液（高温時１２０倍液） 

③散 布 量：１０ａ当り３００～４００ℓ。 

④散布方法：蕾を含め花そう全体に充分かける。ＳＳは風圧を下げてフンワリ散布する。 

⑤使用上の留意点 

・「受精結実」＝受精は花粉が柱頭についてから４８時間で６０％、７２時間で７０％以上完了するが、

気温の影響も大きい（低温時は長くかかる）。※人工受粉すれば２日でよい。 

・温暖無風な日中（午前９時以降～３時）に散布する。（気温１５度を超えた時） 

早朝や低温時など、樹体温が低く薬剤が乾きにくい状態での散布は避ける。 

※散布５日前以内に霜があり、花が痛んでいるときは散布を中止する。 

・展着剤は不要。倍率は１００倍より濃い濃度にならないように注意。 

・極端に弱い樹や極端に枝が混んだ乾きにくい園はサビが出ることがあり注意する。 

・スピードスプレヤー散布は風量を落とし、花弁が柱頭を包まないように配慮する。 



２．ミクロデナポン水和剤８５による摘果(生理落果)方法 

果実の生育差が大きい・着果数が少ない場合は効果が低下しやすい。 

①散布時期：(ふじ)残す果実の横径１０㍉未満(８～９㍉)で散布する。 

シナノスイート（成木）・シナノゴールド（成木）＝満開後２週間～３週間 

紅玉＝満開後２週間～３週間（紅玉 果実の横径１８～２０㍉の頃） 

※展着剤は普通濃度使用又は使用しない｡ 

散布日  月  日 

②調 合 量：摘果剤 ㊞ミクロデナポン水和剤８５ ⇒ １,２００倍（水100ℓ当り83g） 

補助剤 アプローチＢＩ       ⇒  ５００倍（水100ℓ当り200mℓ） 

③散 布 量：１０ａ当り４００～５００ℓ。十分な量を散布しないと効果が出ない。 

④使用上の留意点 

・「つがる」「秋映」「祝」は過剰摘果の危険があるので注意する。 

・乾燥状態では効果が低いので、乾燥しているようならば散布前に潅水を実施。 

・結実が悪い園・樹は散布しない。 

・アプローチＢＩに代えて、アミノベスト1,000倍（水100ℓ当り100mℓ）を使用してもよい。 

店舗では、取り寄せとなる場合があるため、使用したい場合はお早めにＪＡファーム資材店まで。 

 

◆草生園・成り疲れによる衰弱園の生育初期樹勢維持葉面散布について 

１．使用する葉面散布用液肥 以前配布した別紙参照。不明な点は、果樹技術員までご相談下さい。 

２．凍霜害にあった場合は、傷口が回復するまで葉面散布を控える。 

 

◆早生・中生種への施肥について（高密植・新わい化栽培を除く） 

１．施肥時期：４月下旬まで 

２．資材名と施肥量：有機専科 ２袋／１０ａ 

３．注意事項 

①玉伸びに効果のある施肥時期となる。 

②有機専科に代えてノルチッソ１袋でも良い。なお、水に溶けやすいので雨の前には施用しない。 

③植え付け３～４年目頃より施肥を開始する。 

 

◆長野県オリジナル品種の摘花のポイントについて 

どの品種も中心花を残したい。 

１．秋映     ：一輪摘花を行う。サビ果防止と霜害に強くなる（育成者 小田切氏談）。 

２．シナノスイート：弱樹勢樹では、えき芽花の摘花を必ず行う。弱らすと回復しない。 

３．シナノゴールド：開花期が長いので、遅く咲く花は摘花し、小玉・未熟果を減らす。 

４．シナノドルチェ：年成りしやすいので、早めに摘花を行う。 

５．シナノリップ ：開花期が長い。遅く咲く花は、品質が悪く熟期が遅れるので摘花する。 

 

◆高密植（新わい化）栽培の管理について 

１．摘 花 

①本植えした１年生の樹から成木まで、出来るだけ早く摘花摘果を行う。 

②１年生の樹は、なり癖をつけるために１輪摘花（果）を行い、新梢の伸びが停まったら全摘果する。 

③２年目からは年なり防止と玉肥大の為に早めの１輪摘花（果）を行う。 

④新梢の伸びが良すぎる枝は、２年枝へも着果させ、新梢の伸びを抑える。 

 



２．誘 引：フェザー(特に太い下枝)が水平または斜め下向きある場合は、先端が下向きになるように誘引

し、新梢の伸びを抑える。 

３．固 定：主幹をしっかりと支柱で固定し、折れないように曲がらないようにする。 

４．根切り：花が咲かなかった場合は樹勢が強くなるので、根切りを実施する。 

５．かん水と除草：春は乾燥しやすい。特に３年生ぐらいまでは管理を徹底する。 

 

◆人工受粉は何を重点に行うか・花粉の取り扱いが肝心 

人工受粉を行わないりんごは変形果率が高く贈答用に向かない。「高く売れるリンゴ」作りを徹底したい。 

１．留意点 

①保管 高温・多湿・直射日光に極めて弱い。乾燥した日陰で保管。 

雨降り日に常温状態におくと２～３日で発芽率３０％以下になる。 

②条件 朝夕寒い場合や、極端に暑い場合は行わない。 

③開花後３日は受精能力が高い。 

④綿棒１回の花粉づけで５０～６０花できる。 

⑤綿棒は数本用意し、ベタついたら交換して中性洗剤でよく洗い、乾かしてから再度使用する。 

⑥日光があたらないように広口ビンに銀紙を巻き、余った（湿った）花粉は元の袋に戻さない。 

⑦花芽の状態が悪い園は２度～３度実施したい。 

２．品種の結実率 

◎９０％以上 ○６０％以上 △３０％以上 ☆交雑和合性あり 

♂受粉樹 

 

♀交配種 

祝 つがる 紅玉 ふじ 王林 陽光 秋映 
ｼﾅﾉ 

ｺﾞｰﾙﾄﾞ 

ﾒｲ 

ﾎﾟｰﾙ 
Ｍ９ 

シ ナ ノ リ ッ プ  ☆ ☆ ☆ ☆  × × ☆ ☆ 

つ が る ◎ × ◎ ○ ○ ○ ☆ ☆ ☆ ☆ 

紅 玉 ○ ○ × ○ ○ ◎ ☆ ☆ ☆ ☆ 

ふ じ ○ ◎ ○ × ◎ ○ ☆ ☆ ☆ ☆ 

秋 映 ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ × × ☆ × 

シナノスイート ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ 

シナノゴールド ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ × × ☆ × 

３．受粉樹品種の花粉量と発芽可能温度 

 近年の研究で、受粉樹品種の資質が明らかになってきました。シナノゴールド＞シナノスイート・つがる

＞メイポール・王林になりますので参考にして下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


